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Summary
Exploration of the perennial plant Erianthus arundinaceus, a member of the Gramineae family, 
was conducted from 2016 ̵ 2018 in a temperate zone of Japan, focusing on genetic improvement of its 
overwintering abilities as a bioenergy crop candidate. In total, 55 and 7 accessions of E. arundinaceus and 
other species, respectively, were collected in the Shizuoka, Aichi and Ibaraki prefectures. The invasion 
route and conditions for survival were speculated and discussed.





の越冬性改良に向けた遺伝資源収集を目的として，2016 年（予備調査）から 2018 年にかけて，
我が国温帯域に属する静岡県・愛知県・千葉県・茨城県で自生栄養系の調査・収集を行った．こ
のうち，静岡県ではエリアンサス 8 点（16 栄養系）・その他 4 点（6 栄養系），愛知県ではエリ




































































収集年度 / 探索機関 /Col.No.」とした．パスポートデータにおける収集番号は，収集年の下 2 桁
と町名または字名で表示し，同一地域で複数収集した場合は，末尾に 2 桁の通し番号を，1 株が







　2017 年 4 月 16 日に，浜名湖北西部に当たる浜松市北区三ヶ日町から北岸・東岸沿いを調査し，
浜名湖東岸南部に当たる浜松市西区雄勝町まで調査・収集した（図 1）．エリアンサスは見出せ
なかったが，ベチバ （ーChrysopogon sp.）を農家圃場から 1 点（1 栄養系），パンパスグラス（Cortaderia 
sp.）を路傍から 2 点（3 栄養系），ススキ属（Miscanthus sp.）を路傍から 1 点（2 栄養系）収集した．
ベチバーは園芸農家の圃場の縁に植えられていて，農家によると「祖父の代から土留めとして栽
培しており，苗は自家栽培で維持している」とのことで，苗を 1 本分けて頂いた．




　予備調査として，2016 年 3 月 23 日に御前崎市を訪れ，エリアンサス自生状況の調査と自生栄
養系の収集を行った（図 1）．農地周辺路傍にエリアンサスの点在が認められた．付近の農家に
エリアンサスを意図的に植えたのか尋ねたところ「導入の経緯は不明だが，土壌風蝕防止のため
に残してある」との説明であった．地際で稈を切り取って持ち帰った 5 点のうち，2 点のみが活
着し，2 栄養系として保存している．
　本調査・収集として 2017 年 4 月 17 日に再訪した．予備調査時と同様に，路傍にエリアンサス
の点在が認められた（写真 1）．農地周囲に生垣状にベチバーが植えられている理由を農家に尋
ねたところ「風除けおよび飛砂・土壌風蝕防止のために植えている」とのことであった（写真 2）．
御前崎市では路傍からエリアンサス 6 点（14 栄養系）を収集した．その後，御前崎市から駿河
湾沿岸道路を牧之原市・吉田町にかけて大井川右岸河口付近まで，遠州灘沿岸道路を掛川市・袋
井市・磐田市にかけて天竜川左岸河口付近まで調査したが（図 1），エリアンサス自生は認めら
れなかった．御前崎市で自生株が認められた地点は，海岸から概ね 500 m 以下の地域であった．
3) 渥美半島における調査・収集
　2017 年 4 月 18 日に，浜松市南区の中田島砂丘から遠州灘沿岸道路を走行し，湖西市，豊橋市
を経て田原市に入り，伊良湖岬から渥美半島先端部の伊勢湾沿いを経て三河湾沿いに豊橋市を経
て湖西市に戻るルートを調査した（図 1）．
　豊橋市の遠州灘に面した遊泳場付近でサトウキビ属（Saccharum sp.）1 点（1 栄養系）を，同
市内陸部（海岸からの距離は 2 km 以上）の道路法面でエリアンサス 2 点（4 栄養系）を収集した．
4) 伊豆半島・駿河湾沿岸における調査








　予備調査として 2017 年 9 月 21 日にいすみ市大原から横芝光町に至る海岸沿いおよび沿岸道路
を調査したが，エリアンサス自生は認められなかった（図 2）．








道路南側の南向き法面に多数のエリアンサスが認められた．9 月 22 日にフェンス外路傍から 1
点（1 栄養系）を収集した．
　本調査時における収集箇所を特定して東日本高速道路（株）関東支社谷和原管理事務所に事前




た．フェンス外路傍から 1 点（1 栄養系）を収集した．
　本調査・収集として 2018 年 2 月 19 日に，東日本高速道路（株）の許可・同行を得てフェンス
内法面に立ち入り，稲敷インターチェンジから稲敷東インターチェンジまでの盛土法面及び切土
法面で 21 点（33 栄養系）を収集した（図 2，写真 3 ～ 5）．





る（Jackson et al. 2011; Okuizumi et al. 2011; Tagane et al. 2012; Watson and Dallwitz 1992）．我が国で












着したという故事がある．田原市は石垣島沖で椰子の実 100 個を投流するイベントを 24 年間行っ
ており，このうち 110 個（4.6％）が鹿児島県以北東北地方までの太平洋岸・日本海岸に漂着し，
1 個（0.042％）が田原市の海岸に漂着したとしている（渥美半島観光ビューロー 2018）．エリア








形・土壌の相違が考えられる．御前崎では先端付近に標高 40 m 程度の台地状地形がある以外は
標高 10 ～ 20 m 程度の農地が広がる平坦な地形であるのに対し，渥美半島の基部側では太平洋側
が洪積台地となっていて農地および沿岸道路は台地上に位置しており，海岸には高さ約 50 m の








　海流による漂着は考えにくく，圏央道（稲敷市）では 2014 年 4 月に開通した稲敷インターチェ
ンジから稲敷東インターチェンジ間の法面に自生個体が多く認められ，特に南向きの切土法面で
大群落を形成していた（写真 3）．エリアンサスは実生及び栄養体の初期生育が非常に遅いため，
少量の種子・栄養系の偶発的な飛来・混入が侵入ルートであれば，2018 年 2 月段階で大群落を










材を選択した結果と考えられる．緑化施工完了写真（2012 年 3 月）から推測すると，前述の大
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Chrysopogon sp. COL/SHIZUOKA/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/01
17 呉松町 01 2017/4/16 静岡県浜松市　
西区呉松町
3 
261735 パンパスグラス Cortaderia sp. COL/SHIZUOKA/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/02
17 村櫛町 01 2017/4/16 静岡県浜松市　
西区村櫛町　
8 
261736 ススキ属植物 Miscanthus sp. COL/SHIZUOKA/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/03
17 白洲町 01-1 2017/4/16 静岡県浜松市　
西区白洲町
2 
261737 ススキ属植物 Miscanthus sp. COL/SHIZUOKA/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/04
17 白洲町 01-2 2017/4/16 静岡県浜松市　
西区白洲町
2 
261738 パンパスグラス Cortaderia sp. COL/SHIZUOKA/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/05
17 佐浜町 01-1 2017/4/16 静岡県浜松市　
西区佐浜町
34 
261739 パンパスグラス Cortaderia sp. COL/SHIZUOKA/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/06






























































































































17 白羽 06-2 2017/4/17 静岡県御前崎市
白羽
29 
261754 さとうきび近縁種 Saccharum sp. COL/AICHI/2017/NARO-ILGS & 
JIRCAS-TARF/01


























































































































































Table 1. A list of Erianthus arundinaceus and other species collected
表 1．収集した遺伝資源のリスト
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Photo 1. Collection of Erianthus arundinaceus along the roadside in
               Omaezaki city.
写真 1．御前崎市の路傍における自生エリアンサス採取状況
Photo 2. Vetiver hedge around crop field which are commonly planted   
               as windshield in Omaezaki city.
写真 2．御前崎市の農地周囲に生垣状に植えられているベチバー
Photo 3. A large-scale community of Erianthus arundinaceus observed in a  
              roadside slope of Ken-O Road in Inashiki city, Ibaraki prefecture. 
写真 3．圏央道切土法面におけるエリアンサス大群落
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Photo 4. A part of a roadside slope of Ken-O Road without Erianthus   
              arundinaceus  vegetation.
写真 4．圏央道切土法面におけるエリアンサス自生が途絶える区域
Photo 5. Collection of Erianthus arundinaceus clones at a roadside slope of
               Ken-O Road.
写真 5．圏央道盛土法面におけるエリアンサス栄養系の採取状況
